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【報告】 

１．5月 11〜13日 第 13回定時会員総会 

 愛知支部のお世話によって 5 月 11 日から 13 日

までの 3 日間、名古屋市で開催された全国総会・

第 13 回定時会員総会には全国から 90 余名の会員

が参集。当支部では、市川、柏木、菅原、鷲見、穐

田の 5 名が出席しました。貸借対照表・正味財産

増減計算書に関する第 1 号議案、理事選任に関す

る第 2 号議案および監事選任に関する第 3 号議案

すべてが承認されました。正会員数は 603 名、支

部数は 23 と報告されました。総会会場のバザーコーナーでは支部提供の「かをり」の洋菓子が好評でした。

支部会員では前年度に続き、市川、穐田が理事（会計／広報担当）、菅原は 2 委員会（科学研究奨励と若手女

性科学者海外研修助成事業）の長を続投、鷲見も引き続き文化事業委員長をつとめます。ご支援ください。 

 

２．6月 悲しいお知らせ 

1992 年から 1996 年まで神奈川支部長、2004 年から本部副会長 1 期、続いて会長 1 期を務められた田中正子

さんが、6 月 19 日、87 歳で帰天されました。昨年晩秋、都内の高齢者施設に移られたばかりでした。 

支部では、下記の通り偲ぶ会を催します。 

 

〜田中正子さんと JAUW、IFUW（現 GWI）〜 

全国セミナーでは、1992 年に神奈川県下の高校での環境教育実践、1993 年に高齢者行政と女性、1994 年には

高校の国際理解教育をテーマに支部発表。教育委員会、国際奨学委員会と協働し、今で言うリケジョの実態を

調査、それを翌年の IFUW でも発表。1996 年〜2000 年には、教育委員長として平和教育の調査をまとめ、 

http://www.jauw.org/aboutjauw/books/archives/Report_1998jp.pdf 1996年の全国セミナー、1998年のIFUW

グラーツ大会での報告となった。http://www.jauw.org/aboutjauw/books/archives/Report_1998en.pdf 

これらの活動から生まれた「留学生と日本文化を学ぶ会」が現在の「文化交流委員会」に繋がる。IFUW のオタ

ワ大会とパース大会では学際セミナーコンビーナーをつとめ、2004 年に国際奨学委員に指名された。 

JAUW 会報 250 号参照 http://jauw.org/aboutjauw/books/nl/250.pdf 

 

                  平服でお越しください 

 ご来場いただける方、或いはお問合せ等は 

jauwkanagawashibu★yahoo.co.jp  

 （★を＠に変えてください）このアドレス 

 または支部長宛てにメールでご連絡願います。 

JAUW神奈川支部便り 
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5 月 11 日（土）懇親会にて〜みんなでコーラス 

 

5 月 13 日（月）研修旅行にて〜有松絞り作品制作体験 

田中正子様を偲ぶ会 

９月２３日（月・祝）午前１０時から     

横浜駅西口 かながわ県民センター 

６０４ミーティングルームにて 

http://www.jauw.org/aboutjauw/books/archives/Report_1998jp.pdf
http://www.jauw.org/aboutjauw/books/archives/Report_1998en.pdf
http://jauw.org/aboutjauw/books/nl/250.pdf
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３．7月 15日（月）支部主催・社会福祉委員会共催講演会 

相模大野駅至近のユニコムプラザさがみはらに、会員 12 名、非会員 9 名の参加を得て実施しました。 

〜〜 講演会「えりちゃん、元気でね」に参加して 遠藤理枝・社会福祉委員長 〜〜 

 神奈川支部が「知らないことを知る」というテーマで開催する講演会について共催の申し出を受け、社会福

祉委員会としても大いに関心のあるテーマであり内容であるので、即座に協力を決断しました。 

 障害を持つお子さん「えりちゃん」を３7 年以上にわたって向き合って養育された松尾里美さんの奮闘とご

家族の在り様、日本と海外の障害者への社会の眼差しの違いなどを伺いました。生まれて暫くたって障害があ

ると診断された時「一生分泣きました」という言葉、その後は「弟妹には委縮して欲しくない」ということで、

一家で国内は勿論海外まで足を運び楽しいことを十分味わい尽くす行動力には、とても感銘を受けました。 

意思の疎通がなかなかできず、夜中も熟睡した経験がないという壮絶な介護生活の中で、前向きに明るく生

き生きとされてきたのは、多くの人々、

制度、社会資源などの支えを得て、希望

を持ち続けてこられた強い意志があっ

たからなのでしょう。えりちゃんが泣く

ようになってそれは成長だと捉えられ、

別れる寂しさは当然あると思いますが、

「えりちゃん、元気でね」と見送る言葉

は清々しく感じました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会計からのお知らせ】 

今年度の会費（8,000 円）を納入願います。 

納入後に会員証を送付します。 

 

１）ゆうちょ銀行口座へお振込の場合 

 

ゆうちょ口座をお持ちの方は口座振替で 

（手数料は窓口、ATM、オンラインで異なります） 

 

記号：１０９６０ 番号：１３９４０８５１ 

口座名：（一社）大学女性協会 神奈川支部 

 

他行から振り込まれる場合は、下記口座番号を 

お使いください 

 

店名：〇九八（ゼロキュウハチ）店番:０９８ 

   普通預金、 口座番号：１３９４０８５ 

加入者名：一般社団法人 大学女性協会 

    神奈川支部 

 

２）横浜銀行口座へお振込の場合 

 

店名：横浜駅前支店、 店番：３８３ 

普通預金、 口座番号：１３０２９６３ 

加入者名：大学女性協会神奈川支部  

      支部長 穐田信子

 

 

講師の松尾さん 

 


